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廃棄物であるカキ殻でpH改善の試み

（一例）



背景

・カキ養殖業者が大量のカキ殻を廃棄するのに困窮

・環境水の酸性化が問題

酸性雨：淡水系の酸性化

二酸化炭素増加：1750年代～現在までに全表面海洋のpHは

平均で0.1低下

環境水の酸性化が問題なのはなぜ？



海洋酸性化の問題点

海水中の炭酸カ
ルシウム飽和度
が減少し、殻の形
成不全など

植物プランクトン

サンゴ

貝類

甲殻類

成長・繁殖抑制

生態系の乱れ

影響を受ける生物 影 響



カキ殻の効果について

・水質浄化

・底質改善

・ミネラル分の補充

・汚染物質や有害物質を吸着

・pH調節機能



目的

・カキ殻がpHを上昇させる条件を実験室で確かめる。



実験①カキ殻量によるpHの変化

方法

①蒸留水100 mLに酢酸50 μLを加えて酸性化

②酸性化した蒸留水にカキ殻0〜10 g添加

③マグネティックスターラーで攪拌

図２ pH測定の様子

④pHメーターで5分後にpH値を測定



結果①
・カキ殻を加えるとpH値は上昇した。0.5 gを超えると上昇率は鈍化

図４ カキ殻量によるpHの変化（蒸留水）



実験②経時経過によるpHの変化

方法

①蒸留水、ろ過海水に二酸化炭素を5分間加えて酸性化

②酸性化した蒸留水、ろ過海水にカキ殻を0.5 g添加

③マグネティックスターラーで攪拌

④pHメーターで0〜20分にpH値を測定 図３ 酸性化の様子



結果②

・カキ殻投入により明らかにpH値は高くなった

図５ 時間経過によるpHの変化（蒸留水）



結果③
・カキ殻投入によりpHは高くなったが、蒸留水よりも緩やかに上昇

図６ 時間経過によるpHの変化（ろ過海水）



実験③カキ殻粉ペレットの作製

方法

①実験用篩を目合の大きい順に重ね、図１のカキ殻
粉末を加えて振盪

②注射器の筒先側の外筒を切断して水、カキ殻粉末、
水酸化マグネシウムの混合物を添加

③外筒の両端から押し子を挿入して、圧力をかけた
のち上から押出し

④カキ殻ペレットを２週間程度乾燥

⑤強度を高めるために、砂利固め材に浸透 図４カキ殻粉ペレット



まとめ
・カキ殻粉末量を変化させた実験の結果、pHは7付近まで上 昇し
た。

・時間経過による実験の結果、蒸留水では1分後にpH4.2から
pH5.76まで急激に上昇、その後pH7付近まで上昇した。

・ろ過海水では蒸留水と比較してpHの上昇は緩やかであった。 また、
カキ殻を添加しない海水でもpHの上昇が見られた。



考察
・実験では、酸性水100 mLに0.5 gのカキ殻を加えた。例として 100tの
海水があるとすると、500 kgのカキ殻を撒く必要がある と考えられる。

・カキ殻粉ペレットを多孔質素材を用いて固化し、ペレットが水 に触れ
る表面積を大きくする。そのために素材と固化方法を検 討する。

・ペレットのpH調節機能の効果をいかに持続し続けるか検討し、 養殖
場の酸性化を改善するのに利用したいと考えた。
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地域・世界の課題を見つける，調べる



・生まれてから今日までの経験

・そんな経験にどう反応したか

・実体験ではない学びの総体





テーマ設定



自然環境が生物にどのような影響を及ぼしているか知りたい。

先輩が調査していない対象で生物に悪影響があるものを調べたい。

・海の環境を悪化させているものは何か？

地球温暖化（二酸化炭素の増加）の影響が大きい。

テーマ設定



研究対象は？



多くの資料を調べた！



信頼できる資料を使った。

・海の生き物を守るフォーラム2020「地球温暖化と海の生き物の未来」

・持続可能な水産養殖用飼料の開発に関する研究

・浜の活力再生プラン

・地球温暖化と藻場：日本海を中心としたアカモク分布の変化

・福井の水産研究シンポジュウム

・ふくい水産振興センター

・若狭小浜お魚センター



この時点での研究案



実はこの時までに，別の生物についても調べていた。

イボニシ

https://cakes.mu/posts/31501

海洋酸性化により，炭酸カルシウムの殻の形成が難しくなる。



カキ養殖業者への聞き取り調査

10項目の質問の中で，，，，

Q．困っていることは何ですか？

A．カキ殻の処分に困っている。

カキ殻を使って酸性化を防止できないだろうか？



化学的根拠

炭酸カルシウム
（カキ殻の主成分）

炭酸 + カルシウム
酸性

H+

（水素イオン）

カキ殻は水素イオンを吸収してpHを上昇
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酸性物質
（二酸化炭素など）

カキ殻

pHメーター

カキ殻粉末でpHを上昇させる
条件を探る。

量は？
時間は？

海水or淡水？



・結果を予測

・予想外の結果
・実験や調査の不備

・再予測，改善



結果②

・カキ殻投入により明らかにpH値は高くなった

図５ 時間経過によるpHの変化（蒸留水）

図表の作成，実験結果の解析，考察
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途中経過の検討 探求会議（２回）

事項 場所 形態

計画書など

口頭発表口頭発表 研修
学内発表会
コンペティション
学会

ポスター
スライド

論文作成 論文集 論文

（研究を文章で表現，研究の最終形態。）


